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淑戦を勝ち抜いたCMSC勢、オ→レスター!こ集結/
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ノ、ィパワー&ハイポテンシャルを武器に、今シー

ズンのダー 卜トライアル界に一大旋風を巻き起こし

たギャランVR-4。全国各地で行なわれた競技会て¥

数多くの勝利を勝ち取ったギャラン。その中にCMSC

クラフ員の名を見かけることの多かった1988年。そ

のシーズンを締めくくる恒例のオ ルスターダー卜

トライアルが、 11 月 19~20日、奈良県の名阪スポー

ツラン ドにて開催された。

このオールスタ一戦は、全国8地区のシリーズ戦

を闘い抜いた上位ドライパーと、各地を転戦して行

なわれたツアーシリーズの上位陣のみが参加を許さ

れる大会。

今回の芳10回大会には、 CMSCより、 A地区チャン

ピオン、CMSC帯広の青沼達也選手、 B地区チャンピ

オン、 CMSC福島の鈴木功敏選手、 C地区チャンピオ

ン、 CMSC山形の砂塚明男選手の3選手に加え、ツア

ーシリースでの大活躍が目立つたCMSC群馬の荒井

信介選手の4名がAIIクラスの出場権を得、晴れの舞

台に立った。

全国の強豪が集まるオールスター戦の AIIクラス

は今シーズンの傾向を反映してか、その参加車両の SC帯広の青沼選手が8位に、それぞれ決定し、シ

多くがギャランVR-4、ギャラン同志の激しいノt卜ルズンの幕を閉じた

を勝ち抜いたのは、 D地区の櫛田正文選手。今回ベス

卜テンは、ほぼギャランが独占する形となり、 CMSC

勢では福島の鈴木選手が10位に入る健闘を見せた。

また、このオールスタ一戦は、全7戦で行なわれ

るツアーシリ ーズの最終戦も兼ねており、 CMSC群

馬の荒井選手カミ Al1クラス、シリーズ5位に、またCM



シーズン最後のトライアルに制台が集結し盛大に開催
CMSC帯広

コルトダートトライアル
10月31日
毎年、北海道の年度を締めくくるコルトダー卜ト

ライアルですが、今回は、前日にうっすらと雪が降

り、コース上は真白という状態。オフィシャル全員

でコースとパドックの整備を必死で行い、何とか競

技を開始しましたが、 lトライ目の途中あたりから、

コースは雨にたたられたこともあってドロ沼と化し、

全ては lトライ目で勝負が決ってしまいました。

三菱車5台がエントリーした4WDクラスでは、 l 

トライ固に借り物のランサ-4WDで参加した十川選

手が、ぶっち切りのトップ。このタイムには、新車

のギャランを持ち込んだ井馬選手も歯が立たずに、

クラス4位。札幌から遠征の佐々木ギャランも 8位

と振わず、さすがのギャランも弟分のランサーに完

敗。結局十川ランサーのタイムは改造車クラスにも

破られずの総合ベストラップ賞までモノにする活躍

でトライアルは終了しました。

(レポー卜 CMSC帯広青沼達也)
官三菱賞2位。井馬ギャラン 官地元CMSC帯広の伊吹選手も力走

四国でもギャラン旋風が吹き荒れる
C MSC香川 一
'88808Cダートトライアル

9月間目香川スポーツランド
四国ダー卜トライアル第9戦、 "88BDSC夕、ー卜トラ

イアル」が、ボギーダー卜スポーツクラブと CMSC香

川の共催という形で行なわれました。

当日は、雨にたたられたものの77台が参加。ゲス

卜に山内伸弥選手を迎えての大会となりました。こ

こ四国でも、ギャランVR-4の旋風が吹き荒れ、今回

もAllクラスに5台のエントリーがあったイ也、ミラー

ジュ4WDも初参加。結果は、やはりギャランが強〈

Allクラスの田中和雄選手が悪コンディションの中、

見事に優勝を決めました。

なお、 CMSC香川では、来年もダー卜トライアル2

戦に加え、久々のラリーを l戦開催する予定でおり

ますので今後とも、ご協力ご支援をよろしくお願い

します。 (レポー卜 CMSC香)11 平尾高王)
世田国でも人気のギャラノ 守前走を務める山内伸弥選手

千田俊二選手(CM:~)4年連続のチャンピオンを逃す
JMAC北海道ラリm チャン出ンシトズ第7載
!胴16日RTCラU-inS持INTOKU
ひと足早〈、シーズンのファイナルを迎える北海

道ラリーシリーズの最終戦は、秋晴れの中ディラリ

ーで開催された。マシンは60台のフルグリッド、内

Cクラスには22台が参加した。北海道のラリーシリ

ーズでは、 CMSC札幌の千回選手が3年連続のCクラ

スチャンピォンとなっており、今シーズンも逆車副憂

勝のチャンスは濃厚。 SS-l、SS-2とトップタイム

をマークしたのは千回選手。ところが続く SS-3で力

が入りすぎてのコースオフをしてしまい2位との差

を詰められてしまう。そして、第4SSでレストコン

トロールタイムの申告ミスを犯してしまい逆車計憂勝

の望みは断たれてしまった。結局優勝はポイン卜リ

ーダーの鈴木昭江選手、 CMSC勢では、札幌の横山宏

選手が4年ぶりのラリーながら 5位に入賞する活躍

を見せた。

官惜しくもV4を逃した千回選手
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